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そうきょくしょう

双極症 1
しょうじょう　　　　　　　　　　　　　 けいか

症状のあらわれ方や経過は
ひとりひとりちがいます

病気の症状だとわかりにくく
自分でも気づかないことが多いです
人とのトラブル、借金などいろいろな
社会的な問題がおきることがあります

‘うつ’ 状態のときには ...
動けない

家のことができない

仕事に行けない

話したり、わらったりしない

ねむれない、食事がほしくない

身体の調子がわるい

いらいらしたりいつも不安 

など

うつ状態

そう状態

‘そう’ 状態のときには ...
ねないでも元気

しゃべりすぎる、電話やメール

をたくさんしてしまう

いろんなことをやりたくなる

なんでもできる気がする

計画なしにやってしまう

買い物しすぎる

いらいら、おこりっぽい　

など元
気
度

高

低

ふ
つ
う

どんなことがおきるの？（症状）
しょうじょう

そう状態（元気すぎる）とうつ状態（元気がなさすぎる）があらわれる病気
じょうたい

どんな病気？
びょうき
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双極症 2
ゆっくりつきあう病気です
自分にあった、つきあい方を見つけて
いけるとよいです

およそ 100 人に 4-7 人 * くらいの人がかかります

病気の人はどれくらいいるの？

病気はその人の一部分
できていること、健康な面に注目
本人とまわりの人と、病気とのつきあい方を
少しずつ見つけていけるとよいです
大切な話は ‘そう’ や’ うつ’ がひどくないときに

病気について知る
生活リズムをととのえる

家族がつながりをもつ

まわりの方は、家族ひとり
ひとりを応援する視点で！

制度やサービスの活用 家族がサポートされること

自分にあった薬

‘そう’ や’ うつ’ が
ひどいときは、入院して
治療することもあります

安全と安心

病院の
ケースワーカー

家、学校、職場 etc　環境の調整
しょくば かんきょう

役所の窓口
まどぐち

回復のサポートになることは？
かいふく
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